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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年7月15日(2010.7.15)

【公開番号】特開2007-326365(P2007-326365A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2007-150693(P2007-150693)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｆ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｆ  33/00    　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月1日(2010.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷機で使用される印刷フォームを作るプロセスであって、
　Ａ）指定されたラスタパーセンテージを有し、０％のラスタパッチ、１００％のラスタ
パッチ、および所定のパーセンテージの少なくとも１つの他のラスタパッチを含む少なく
とも１つの階段状のくさびの形を含む、定義された印刷イメージを有する印刷フォームを
提供するステップと、
　Ｂ）少なくとも１つの階段状のくさびのテストプリントを得るために、ステップＡ）か
ら提供された前記印刷フォームを用いて印刷インクを用いて前記印刷機で下地に印刷する
ステップであって、０％の前記ラスタパッチは前記下地のカラーシェードに対応し、１０
０％の前記ラスタパッチは前記印刷インクのソリッドシェードに対応する、ステップと、
　Ｃ）前記テストプリントの前記少なくとも１つの階段状のくさびの０％の前記ラスタパ
ッチ、１００％前記のラスタパッチ、および前記少なくとも１つの他のラスタパッチのそ
れぞれについて、分光光度計を使用して反射率スペクトルを測定し、前記反射率スペクト
ルから関連する比色値Ｌ*ａ*ｂ*を判定するステップと、
　Ｄ）公式

【数１】

を使用して人間の目の色知覚との線形相関で前記少なくとも１つの他のラスタパッチの前
記比色値Ｌ*ａ*ｂ*を変換するステップであって、ＲＣＤは、パーセンテージとして表さ
れた相対比色差であり、前記印刷機で達成された実際のラスタパーセンテージを表す、ス
テップと、
　Ｅ）プレートの前記少なくとも１つの他のラスタパッチの前記所定のパーセンテージと
ステップＤ）で得られた前記ＲＣＤパーセンテージとの間の差に基づいて、前記少なくと
も１つの他のラスタパッチのドットゲインを判定するステップと、
　Ｆ）ステップＥ）からの前記ドットゲインによって前記印刷フォームからの前記所定の
ラスタパーセンテージを補正し、これによって、前記少なくとも１つの他のラスタパッチ
の補正されたラスタパーセンテージを作成するステップと、
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　Ｇ）ステップＦ）で前記少なくとも１つの他のラスタパッチについて得られた前記補正
されたラスタパーセンテージを使用して印刷イメージを有する印刷フォームを作るステッ
プと
　を備えることを特徴とするプロセス。
【請求項２】
　印刷フォームは、前記印刷イメージに関する所望の印刷インクごとに作られることを特
徴とする請求項１に記載のプロセス。
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